
令和８年度第１回 

朝霞市障害者自立支援協議会専門部会（精神包括ケア） 

次   第 
 
 

日 時  令和８年７月２７日（月） 
                      午前１０時００分から 

会 場  朝霞市役所 ５０１会議室 
 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

（１）部会長、副部会長の選出について 

       （２）精神障害のある方への相談一覧の作成と配付について 

       （３）ASAKA おかえりプロジェクトの報告について 

       （４）医療×福祉交流会の報告について 

       （５）今後の精神包括ケア部会について 

       （６）その他 

 

３ 閉 会 
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特定非営利活動法人朝霞市つばさ会代表

（順不同・敬称略）

任期　令和８年５月１日から令和１０年４月３０日まで

障害者団体の代表者

朝霞市障害者自立支援協議会専門部会（精神包括ケア部会）委員名簿

氏　名

相談支援事業者

障害福祉サービス事業者

保健又は医療関係者

教育又は雇用関係者



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

困 り ご と 相 談 一 覧 困 り ご と 相 談 一 覧 

【精神保健福祉相談《予約制》】    障害福祉課  ℡048-463-1598 

  精神の病気や福祉サービスなどについて 

【こころの健康相談《予約制》】    健康づくり課 ℡048-423-4362 

  精神面の健康に心配のある方や認知症を含む精神障害のある方、およびその家族 

【健康相談・各種相談】 〈成 人〉  健康づくり課 ℡048-423-4362  

〈こども〉 こども家庭課 ℡048-423-4369 

  心身の健康・各種健（検）診後の相談、こどもの心身の発育発達や育児に関する相談等 

埼玉県の相談窓口 

〇 埼玉県 SNS 相談事業    LINEID：kokosai 

「こころのサポート＠埼玉」「気分が沈む」「眠れない」「生きるのがつらい」など、こころの 

健康に関する悩みを専門の相談員に LINE を用いて無料で相談できます。  

国の相談窓口 

〇 「まもろうよこころ」   ♯いのち SOS 0120-061-338 

電話相談、SNS相談など、あなたをサポートするためのさまざまな取り組みがあります。 

【こどもについての相談】  

  ◆発育・発達などの相談     こども家庭課  ℡048-463-4369 

◆家庭児童相談         家庭児童相談室 ℡048-463-2231 

（こどものしつけや関わり方、養育の不安や困難さなど） 

【ひきこもり支援に関する相談】 地域共生社会課  ℡048-423-5082 

ご家族のこと、ご自身のことなど 

【高齢者に関する相談】 

◆介護保険について      介護保険課        ℡048-463-1951 

◆高齢者の全般的な相談    地域共生社会課   ℡048-423-5082 

【高齢者総合相談】 

本人や家族、地域住民の方からの介護、医療、健康などのお悩みや支援に関する相談 
お住まいの地域を担当する地域包括支援センターでご相談できます。 

※朝霞市内にある施設連絡先一覧参照 

【障害のある方のための就労支援相談＜予約制＞】 

         はあとぴあ障害者就労支援センター  ℡048-486-2575 

【内職相談＜予約不要＞】毎週火・金    産業振興課 ℡048-463-1903 

【障害者枠での仕事を見つけたい】 ハローワーク朝霞 ℡048-463-2233 

◇障害福祉サービスでできること 

・就労移行支援、就労定着支援、就労継続支援 A・B 

※サービスの利用にあたっては申請が必要です。 障害福祉課 ℡048-463-1598 

【障害福祉全般のこと】 

  障害福祉課            ℡048-463-1598・1599 

  はあとぴあ障害者相談支援センター ℡048-486-2400 

【精神保健福祉手帳・自立支援医療のこと】 

  障害福祉課            ℡048-463-1598 

 

こころがつらい… 

体がつらい… 

仕事がしたい 

制度について 

聞きたい 

家族の悩みを 

相談したい 
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【家計に関する相談・生活困窮者自立支援相談】 

                    地域共生社会課 ℡048-423-5082 

【こどもの給付に関する相談】 こども未来課   ℡048-463-2834 

 こどもの手当や、ひとり親家庭等の方の相談 

【生活保護相談】   生活援護課 ℡048-463-1576・1562・2947 

                  ℡048-423-0163  

  病気や失業などをはじめ生活が困窮する世帯に対する生活保護の相談 

【年金相談】《予約制》 国保年金課 予約専用 ℡048-463-1264 

 社会保険労務士が、障害年金に関する相談や障害年金請求の助言を行います。 

【居住支援相談＜予約制＞】 地域共生社会課  ℡048-423-5082 

  住まい探しでお困りの方へ 

【障害者虐待についての相談】  障害福祉課 ℡048-463-1598 

  虐待を受けたり虐待してしまったり、見聞きした場合 

【住民参加型 在宅福祉サービス(あいはぁと事業)】       

  ちょっとしたお手伝い（買い物、掃除等）についての相談。※サービスの利用は 

有料となります。    朝霞市社会福祉協議会  ℡048-486-2485 

【成年後見制度について】   地域共生社会課 ℡048-423-5082 

朝霞市内にある施設連絡先一覧 

□ 朝霞市役所    〒351-8501 朝霞市本町１－１－１ 

〇 障害福祉課   ℡048-463-1598・1599         ○ 地域共生社会課   ℡048-423-5082 

〇 生活援護課   ℡048-463-1576・1562・2947    〇 こども未来課    ℡048-463-2834 

℡048-423-0163        ○ 介護保険課     ℡048-463-1951 

〇 産業振興課   ℡048-463-1903            〇 国保年金課      ℡048-463-0284 

□ 保健センター 〒351-0011 朝霞市本町１－７－３ 

〇 こども家庭課  ℡048-423-4369           〇 健康づくり課  ℡048-423-4362 

□ 朝霞市社会福祉協議会（はあとぴあ内 ）〒351-8560 朝霞市大字浜崎 51－1 

〇 はあとぴあ障害者相談支援センター ℡048-486-2400 

〇 はあとぴあ障害者就労支援センター ℡048-486-2575 

□ ハローワーク朝霞  ℡048-463-2233  〒351-0011 朝霞市本町 1－1－37  

□ 朝霞保健所     ℡048-461-0468  〒351-0016 朝霞市青葉台 1-10-5 

□ 地域包括支援センター 

内間木苑     ℡048-458-2022 
担当地域 大字上内間木、大字下内間木、宮戸、大字宮戸、朝志ケ丘 

つつじの郷  ℡048-472-1574 
担当地域 東弁財、西弁財、三原、泉水 

モーニングパーク ℡048-451-7355 
担当地域 本町１・２丁目、溝沼１～５丁目、大字溝沼、膝折町３～５丁目 

ひいらぎの里 ℡048-291-9111 
担当地域 仲町、根岸台、大字根岸、大字台 

朝光苑      ℡048-450-0855 
担当地域 青葉台、栄町、幸町、膝折町１・２丁目、大字膝折、本町３丁目 

あさか中央  ℡048-423-2761 
担当地域 北原、西原、浜崎、大字浜崎、田島、大字田島、岡、大字岡、溝沼６・７丁目 

 

お金の相談 

がしたい 

住まいの相談 

その他の  

お困りごと 

その他、「朝霞市の各種相談窓口」 

はこちら→ 

令和 8年 8月 1日現在  

作成：障害福祉課（℡048-463-1598） 



ＡＳＡＫＡおかえり
プロジェクト

退院支援連絡会
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R8.7　修正版



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第１回 第２回 第３回

＜ASAKAおかえりプロジェクトの目的＞
① 年3回を目途に会議を開催し、朝霞市に住所のある精神科入院中の方について、情報共有（入院が半年を超える長期化して

いるケース、退院の目途が立っていないケース）を行うとともに、退院に向けた協議（退院の目途が立ったと仮定した場合
課題として考えられること、現時点での方針やケースカンファレンスの必要性など）および退院後の生活方針について意見
交換を行う。また、現在通院中の方のうち、入院リスクのある方について、入院を未然に防ぐための協議も行う。必要に応
じて、本人に直接意向確認を行う。

② 退院支援の実践を通じて、支援における課題の抽出および課題解決に向けた方策の検討等をおこなうとともに、その内容を
自立支援協議会に報告し、朝霞市の地域課題として共有する。

① 菅野病院・朝霞病院の入院者のうち、入院が
長期化しているケースや、退院の可能性（目
途が見えてきた）のあるケースについて情報
共有し、退院に向けた協議（役割分担やケー
スカンファレンスの必要性など）

② 通院者の内、入院リスクのある方についての
情報共有と、入院を未然に防ぐための協議

（基本的な流れ）
イメージ

方針に沿って支援を実施

① 第１回で協議され、支援方針に沿って支援した
内容や本人の反応などについての報告や、病院
側からの見解について共有。必要に応じて再検
討。終結の確認。

② 新たなケースについての情報共有・協議の実施。

方針に沿って支援を実施

① 第１回、第２回のまとめ
② 次年度に引き継ぐケースの共有
③ 次年度のASAKAおかえりプロジェクト

の取り組みの検討

朝霞市相談支援ネットワーク会議との連携を図り情報収集

朝霞市障害者自立支援協議会への報告
（精神包括ケア部会）

※タイミングがずれる場合は途中経過や今後
の方針等を報告



ＡＳＡＫＡおかえりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(イメージ）

入院
半年３か月

長期入院

低 リスト掲載優先度 高

退院

退院

１年

退院

ｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

ＡＳＡＫＡおかえりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの対象ケース＜基本的な考え方＞
• 入院が長期化（半年以上）している
• 退院の目途が立っていないケース

上記２つに該当するケースの内、特に退院が困難となっている要因が、環境的要因
によるものと見立てられるケースについてプロジェクト内で情報共有を図り、要因
の整理と、退院が可能（※本人の状態が落ち着いていることで退院が可能になるこ
とを想定）になった際に考えられる課題を整理し、大枠の方針を検討していく。

ＡＳＡＫＡおかえりプロジェクト
対象ケース長期入院の可能性が考えられるケース

予備軍ケース（心配な人・高リスク者）

ＡＳＡＫＡおかえりプロジェクト対象者のうち
退院が可能となったケースの対応

• プロジェクト内でコア検討を実施
• ケースカンファレンスに移行

ｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

ｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

コア検討



医療×福祉 交流会 アンケートまとめ 

 

○参加者 総数４１名 

        ・医療関係（病院、クリニック、訪看）  ８名 

        ・高齢者福祉                ５名 

        ・障害福祉                 ２８名 

 

○アンケート回収  ３２名（約８３％） 
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５．会議全体にわたり、質問や意見、次回以降に取り上げて欲しいテーマなど（自由記述での返

答） 

◇高齢分野、障害分野の交流会 

◇顔が見えるつながる会に参加でき、これからの心の支えになりました。 ありがとうございま

す。 

◇地域包括ケアを充実させていくには今回の交流会は今後も定期的に開催するべきと感じまし

た。次回の開催があればまた参加したいです。 

◇定期的に開催できると良いと思いました。 

◇地域側の意見、医療側の意見等をそれぞれの視点から知ることができて大変有意義だった。

第２回もお願いいたします。 

◇このような顔の見える関係を深める、広がる取組を続けてほしいです。 

◇色々な立場の方々とお話ができて有意義な時間でした。大規模な集まりではなくても、小規

模な交流会が時々あると色々話せる機会が増えると思いました。 

◇様々な職種の方と意見交換ができ非常に有意義な時間でした。またの開催をお願い致しま

す。 

◇とても有意義な話をして地域の繋がり構築することができました。次回は更に一歩進んで朝

霞市の「にも包括」として掘り下げて話していき、ワーキンググループができることを目標にで

きるといいと思いました。お疲れ様でした。 

◇本日は最高に為になる素晴らしい一日と成りました。次回も是非参加させていただきたいで

す。よろしくお願い致します🙇 

◇精神障害に対して、受診拒否している方への支援、対応方法など取り上げて欲しい 

◇「支援者同士がジャンルを超えて広く顔が見える関係」を構築することは非常に有効且つ大

事なことだと思います。発表の際にもありましたが、単発では無く年に何度かこうした機会が

定期的にあると良いと思います。先生のお話を聞けたのも非常に有意義だったと思います。

医療との連携は必須ですが、そのわりに互いの領域についてはあまり知らないということが

あると思います。医師に限らず「訪看の現場から」としたお話しを聞けても良いのかなと思いま

した。準備調整大変だったと思います。ありがとうございました。 

◇木村先生の講演がとても良かった。 今日来ることが出来なかった人にも聞けたら良いなと思

った。 顔の見える関係は大事なので、定期的に開催していただけたらうれしいです。 

 



◇地域の様々な事業者さんと顔を合わせることができ、お互いが抱える悩みを共有できました。 

お互いに連携していけると思います。今後も定期的な開催をのぞみます。 

◇私自身、地域での横のつながりが薄いためこのような機会を設けてくださりありがとうござい

ました。顔が見えると安心感を得られると実感することで、それが利用者支援にも通ずるとこ

ろがあると改めて思いました。次回開催も楽しみに待っております。 

◇第 1 部で精神障害の方への支援事例の紹介の時間（1～2 施設）とし、第 2 部を交流会とす

ることを定例化して半年に 1 回程度の定期開催を検討していただきたいです。 

◇地域支援者と顔を合わせる機会が少ないので、とても参考になりました。 

◇高齢者福祉と違い、障害福祉と医療の連携はまだままならず、その人にとって必要な福祉サ

ービスと必要な医療的支援を見立てるにはどうしたら良いか、まずは顔を合わせて知り合い

を増やして、いろいろ視点や立場でその人を支えていければと思った。自分が出来ることの

枠組みを越えて考えて動かないとこぼれ落ちてしまう人たちもいるんだということがこのような

機会を通して、共通言語になれば良いなと思った。 

◇一事業所としてできる範囲が知りたいです。 

◇未受診の精神疾患の方への寄り添い方や医療受診へ上手く繋げる方法。 

◇顔をあわせてお話しできたのはとても有意義でした。 今後も宜しくお願いします。 

◇地域支援者の方々がどのような支援をされていて、工夫されていることなどを知ることがで

き、大変勉強になりました。 
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